
取付け説明書室内用ドア レバーハンドル スクエアM
●�取付けされる方に必ずお渡しください。掲載番号順に施工してください。

※下記内容は重要事項ですので必ず点検してください。■守っていただきたいこと
No. チェック内容

1 手回しドライバーで取付けしまし
たか？ □

2 ドア本体と台座の間にすき間はあ
りませんか？ □

取付け時のお願い

●製品破損防止のため、必ず手回しドライバーで取付けて
ください。

●すき間・ガタつき防止のため、両側からレバーハンドル
を押しつけながら固定してください。

このマンガはフィクションです。
実在の人物や団体などとは関係ありません。

ねじ付きハンドル

1個

固定ねじ

角芯付きハンドル

1個

固定ねじは取り外さない

台座

2個

■部品・部材の明細■部品・部材の明細

1ハンドルの取付け
①ハンドル固定ねじを少し緩めて角芯付きハンドルを外します。
②台座を加工穴に差し込みます。 
※【ラッチが出ている仕様の場合】左吊元の場合はフロントを

外してラッチ向きを180°回転させてください。 
③角芯付きハンドルを圧入します。 
※ドア本体と台座のすき間が大きい場合は、反対側の加工穴

から箱錠を押してください。

④反対側の加工穴から、台座を差し込みます。
⑤ねじ付きハンドルを差し込んでください。
⑥ハンドルを両側から押し付けながらねじ固定します。 
⑦数回開閉してガタつきなどがないか確認してください。
※ハンドルは、経年による垂れ下がりや個体差を考慮し、 

初期は水平～若干上がり気味にしてあります。

手回し
ドライバー

固定ねじは取り外さない

台座

台座

※ハンドルは、水平～若干
　上がり気味にしてあります。

ハンドルの取付け ②～⑥

台座ハンドル

●ハンドル交換時の外し方

2.引張る

②

角芯付きハンドル
③

④

ねじ付き
ハンドル

⑤

⑥

台座
角芯付き
ハンドル

圧入

台座

ラッチが出ている仕様

すき間がある場合

加工穴から
箱錠を押す

箱錠

外す

ラッチ

フロント左吊元の
場合は回転

押し込む

回転

1.少し緩める

MAP-544　CPX5　2025年10月１日発行


